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帝塚山幼稚園は、令和 7 年度の教育活動及びその他の学校運営の状況について、学校評

価を実施しました。 

学校評価は、保護者を対象としたアンケート結果、育友会等との懇談会で寄せられた御意見

等を活用のうえ自ら評価を行い、さらにその結果について学校関係者による評価を行いました。 

このたびの結果を踏まえ、更なる教育水準の向上を目指して、教育活動及び学校運営の改

善工夫に組織をあげて継続的に取り組んでいく所存です。 
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１．総括

学　校　名 　帝塚山幼稚園

建学の精神 　社会に有為な人材を育成する

重点目標
（教育目標）

　一人ひとりに寄り添い、豊かな感性と知性を育む教育を実践する。

　“「一人ひとりの内面を育てること」を目標とし、自然とふれあいな
がら豊かな心を育み、好奇心、思考力、表現力の基礎を築く。”

[成果]

本園では、四季の自然とのふれあいを主軸とした独自の教育カリキュラ
ムに基づき、園児一人ひとりの実態に応じた柔軟な教育活動を展開し
た。各年齢に応じた自然体験活動を積極的に取り入れることで、園児自
らが気付き、肌で感じる「実体験を通した学び」を深めることができ
た。
また、年長児は帝塚山大学教育学部や奈良の歴史・文化に精通されてい
る帝塚山大学客員教授　西山厚先生の指導のもと、奈良の歴史や文化を
学ぶ貴重な機会を得た。園児にとって大きな学びとなっただけでなく、
保護者にとっても子どもの成長を実感できる経験となった。
さらに、家庭との綿密な連携を図りながら園児の主体性を大切にし、一
人ひとりの個性を尊重した教育を実践することで、豊かな感性や知性、
自己肯定感を育むことにつながった。

[課題]

自然体験活動や地域文化に触れる教育活動については一定の成果が見ら
れた一方で、園児一人ひとりの興味・関心や発達段階に応じた活動内容
のさらなる工夫が必要である。
また、主体性を育む教育をより充実させるためには、園児が自ら考え行
動できる環境構成や援助の在り方について、教職員間での共通理解を一
層深める必要がある。今後も園児の実態に即した教育実践を推進し、園
児が主体的な遊びを通して心身ともに健やかな成長を遂げられるよう、
教員の資質および指導力の向上に努めていく。
さらに、園児一人ひとりの個性や発達段階に応じた支援を丁寧に行うと
ともに、内面理解をより一層深めながら、個々の成長を継続的に見る体
制づくりが求められる。加えて、家庭との連携についても、日々の教育
活動や子どもの育ちをより丁寧に共有し、保護者とともに成長を支える
体制をさらに充実させていく必要がある。
一方で、少子化に伴う園児確保の難しさは今後も継続することが予想さ
れる。そのため、本園の教育内容や特色ある取り組みについて効果的な
情報発信を行い、地域や未就園児家庭をはじめとする外部への周知につ
ながる方策について、引き続き検討していく必要がある。

令和７年度　学校評価

成果と課題
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２．自己評価
評価は４段階【Ａ：十分である（よくできた）、Ｂ：ほぼ十分である（できた）、Ｃ：あまり十分でない（あまりできなかった）、

　　　　　　　Ｄ：改善を要する（できなかった）】

評価項目
具体的目標・方策

及び評価指標
※（　）内は評価指標

自己評価結果
評価結果の分析

（評価の観点、理由）
今後の課題・改善方策

1　建学の精神に
基づく教育活動の
共有化

①　「帝塚山教育」を根本とす
る幼稚園の「一人ひとりの内
面を育てる」という教育目標を
共有し、目標達成に向けて実
践する。
（令和７年度教育カリキュラ
ム、職員会議資料）

A

①　年度初めの職員会議において「一
人ひとりの内面を育てる」という教育目
標を職員間で共有し、目標達成に向け
て教員一人ひとりが研鑽しながら実践を
積んだ。

①　「帝塚山教育」を根本とす
る幼稚園の「一人ひとりの内
面を育てる」という教育目標を
共有し、目標達成に向けて実
践する。

②  園児の実態を見ながら教
育課程を編成し、柔軟な思考
を持ち、常に検証しながら実
践していく。
（令和７年度教育カリキュラム,
クラス指導の週案及び日案）

A

②　令和７年度教育カリキュラムに沿っ
て、年間の指導計画を立て、園児の実
態を踏まえながら日々の教育活動に柔
軟に取り組んだ。

②  園児の実態を見ながら教
育課程を編成し、柔軟な思考
を持ち、常に検証しながら実
践していく。

2　自然教育の実
践と教育内容の質
の向上

①　園児が四季折々の楽しさ
を感じられる直接体験型の園
外保育を計画、実施する。園
児にはその経験をもとに様々
な表現活動を行うなど、心豊
かな園生活を送らせ、好奇
心、思考力、表現力の基礎を
築いていけるようにする。
（園外保育の実施計画・報告
書（園便り・クラス便り・てづ
キッズ便り・ホームページ））

A

①　田植えから稲刈りまでの体験や夏
の虫捕り、秋の木の実や落ち葉拾いな
どの四季の楽しさを園児が実感できる
直接体験型の園外保育を多く実施し、
心豊かな園生活を送らせた。その経験
を通して様々な表現活動を行うことか
ら、好奇心、思考力などを培う基礎を
作った。

①　園児が四季折々の楽しさ
を感じられる直接体験型の園
外保育を計画、実施する。園
児にはその経験をもとに様々
な表現活動を行うなど、心豊
かな園生活を送らせ、好奇
心、思考力、表現力の基礎を
築いていけるようにする。

②　自由遊びの時間に特に
園庭において園児が遊び込
める環境設定を工夫し、自分
で考えたり、協同する経験を
積ませる。
（思考力・判断力・表現力等
の基礎や学びに向かう力を育
めるよう園内の環境構成を整
備するための年間計画表及
び職員会議録）

A

②　園児たちが自由な発想で遊びを創
造し、主体的に遊べるように、職員間
で、環境設定を工夫した。

②　特に園庭での自由遊びの
時間に園児が遊び込める環
境設定を工夫し、自分で考え
たり、協同する経験を多く積ま
せる。

3　道徳性の芽生
えと人権教育

①　各家庭と協力し、集団で
の通園マナーを徹底する。ま
た、異年齢と関わる活動を設
定し、そこからの園児の学び
を保護者とも共有し、道徳性
の芽生えを育む。
（令和７年度園児の通園マ
ニュアル、異年齢交流計画
（職員会議録）及び園便り、ク
ラス便り）

A

①　年度初めに保護者に集団送迎時の
マナーやルールを説明し、周知した。
日々の園生活の中で自然な形で異年
齢交流ができる機会を設け、他者を思
いやる心を育むことにも繋げ、園児の学
びを保護者とも共有した。

①　各家庭と協力し、集団で
の通園マナーを徹底する。ま
た、異年齢と関わる活動を設
定し、そこからの園児の学び
を保護者とも共有し、道徳性
の芽生えを育む。

②　年間の行事の中で、一人
ひとりのその子らしい姿を教
師が大切に受けとめ、個性を
発揮できるようにする。また、
保護者にその行事の目的や
園児たちが得た成果を分かり
やすく伝え、共有できるように
する。
（行事計画案、職員会議録  
クラス便り・園便り・てづキッズ
便り・ホームページ）

A

②　教員間で、年間行事のそれぞれの
目的やねらいを明確にし、保護者には
その行事までの過程を大切にする意義
と行事を通して育まれる園児の心の成
長についてできるだけ詳細に伝えた。

②　年間の行事の中で、一人
ひとりのその子らしい姿を教
師が大切に受けとめ、個性を
発揮できるようにする。また、
保護者にその行事の目的や
園児たちが得た成果を分かり
やすく伝え、共有できるように
する。

③　継続的に近隣の高齢者
施設の方との交流を計画し、
実施する。また、その交流か
ら得た園児の心の成長を保
護者と共有する。
（実施計画案（会議録）及び
実施後のクラス便り、ホーム
ページ）

A

③　近隣の高齢者施設の方との交流会
を実施し、園児に「心のバリアフリー」を
学ばせる機会を持つことができた。また
その成果を保護者とも共有した。

③　継続的に近隣の高齢者
施設の方との交流を計画し、
実施する。また、その交流から
得た園児の心の成長を保護
者と共有する。

A

A

A
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評価項目
具体的目標・方策

及び評価指標
※（　）内は評価指標

自己評価結果
評価結果の分析

（評価の観点、理由）
今後の課題・改善方策

4　「帝塚山で学
び、育つ」ことを意
識した学園内教育
連携の強化と共有
化

①　幼稚園、帝塚山小学校
教員とが教育の相互理解をし
たうえで、連携を意識した園
児と小学生との交流活動を検
討し、計画、実施する。
（実施計画案（幼小）と報告
（クラス便り・園便り、ホーム
ページ））

A

①　帝塚山小学校１年生との交流会を
計画し、実施した。また帝塚山小学校
コーラス部と合同で、京セラドームでの
「国歌斉唱」に参加、国際交流部が幼
稚園で園児に絵本の読み聞かせをする
等の交流機会を持つことができた。

①　幼稚園、帝塚山小学校教
員とが教育の相互理解をした
うえで、連携を意識した園児と
小学生との交流活動を検討
し、計画、実施する。

②　園児、保護者ともに「帝塚
山教育」の良さを実感できる
ような帝塚山中学校・高等学
校教員の指導による体験型
授業や学内で実施される行
事等を体験できる機会及び
園内での帝塚山中学校・高
等学校の生徒による演奏会
などを設定する。
（実施計画・報告書　職員会
議録）

A

②　帝塚山中学校・高等学校の弦楽部
の協力を得て演奏会を幼稚園内で実
施し、有志の親子で鑑賞する機会を持
つことで、実際の中学、高校生の姿を間
近に見られたことは園児、保護者双方
にとって貴重な体験となった。吹奏楽部
の演奏会にも有志親子で参加できたこ
とも好評だった。

②　園児、保護者ともに「帝塚
山教育」の良さを実感できるよ
うな帝塚山中学校・高等学校
教員の指導による体験型授業
や学内で実施される行事等を
体験できる機会及び園内での
帝塚山中学校・高等学校の生
徒による演奏会などを設定す
る。

③　帝塚山大学現代生活学
部食物栄養学科指導による
食育活動を継続実施し、家庭
と協力して「食べること」を通し
て「生きる力」を育むことを実
践する。
（年間15回以上の食育活動
計画及び実施報告書）

A

③　帝塚山大学現代生活学部食物栄
養学科指導の食育活動の年間計画を
立て、計画通り実施した。学生数減少
により食育価値同の回数も減少したが、
食育を通して「生きる力」を育むというね
らいを、保護者とも共有し、「食」に関す
る親子教室も実施し、「食」への関心が
深まり、好評を得た。

③　帝塚山大学現代生活学
部食物栄養学科指導による
食育活動を継続実施し、家庭
と協力して「食べること」を通し
て「生きる力」を育むことを実
践する。

④　幼稚園の教員が学園内
の各学校の大きな動向を出
来る限り周知、共有し、教員
から保護者に「帝塚山教育」
の良さを発信する。
（内部進学に係る日程表・クラ
ス会資料（年間２回）・子育て
支援講座実施報告（園便り、
ホームページ、てづキッズ便
り）　内部進学率前年度
（87％）以上）

B

④　帝塚山小学校の施設を利用する行
事などを通して保護者に内部進学の推
進を図ったが、進学率は78%であった。
また、帝塚山大学心理学部の協力を得
て、「子育て講座」を小学校と合同で実
施し、保護者から好評だった。

④　幼稚園の教員が学園内
の各学校の大きな動向を出来
る限り周知、共有し、教員から
保護者に「帝塚山教育」の良
さを発信する。

5　国際理解教育
の推進

①　小学校英語科に円滑な
連携ができるよう「英語の時
間」の内容を精査して、カリ
キュラムを立案し、実施する。
（各学年年間25回以上の「英
語の時間」の実施）

A

①　幼稚園独自の英語科カリキュラム編
成のため、ネイティブスピーカーの教員
による「英語の時間」の年間計画を立案
し、計画通り実施した。

①　小学校英語科に円滑な
連携ができるよう「英語の時
間」の内容を精査して、カリ
キュラムを立案し、実施する。

②　帝塚山大学客員教授に
よる解説を聴いて奈良の文化
遺産に触れる園外保育を計
画、実施し、日本文化への興
味関心を持ち、大切さを学ぶ
ことから次代を担う園児たち
の国際理解へと繋げていく。
（日本文化に触れる教育活動
の年間計画書と実施報告書
（クラス便り・園便り・ホーム
ページ））

A

②　国際理解の礎となる日本文化への
興味関心が持てるように、帝塚山大学
西山厚客員教授による解説を聴いて奈
良の文化遺産に直接触れる園外保育
を実施した。その後、帝塚山大学教育
学部の服部正志准教授と学生による
「みんなのだいぶつさま」という3回にわ
たる制作活動プロジェクトを通して、より
興味を深められる教育連携プログラムを
実施した。

②　帝塚山大学客員教授によ
る解説を聴いて奈良の文化遺
産に触れる園外保育を計画、
実施し、日本文化への興味関
心を持ち、大切さを学ぶことか
ら次代を担う園児たちの国際
理解へと繋げていく。

6　研究・研修を通
じた教員の資質向
上

①　令和７年度の「自然教育」
の園内研究課題を設定し、そ
れに向けて各教員が各々の
研究目標をもち、毎月の園内
研究会を通して研鑽を積む。
また、公開保育研究会を実施
し、更なる教員の資質向上に
努める。
（毎月１回の園内研究会（年
間10回）の実施と園内研究会
記録、又公開保育研究会の
計画書及び報告書）

A A

①　年間を通じて、外部講師による園内
研究会を計画し、計画通り実施した。こ
の研究会を通して本園独自の「自然教
育」についてさらに研鑽を積んだ。また3
学期に公開保育研究会を実施し、園外
の幼児教育関係者から多くのご意見や
ご批評を得ることで教員の資質向上に
繋げることができた。

①　令和８年度の「自然教育」
の園内研究課題を設定し、そ
れに向けて各教員が各々の
研究目標をもち、毎月の園内
研究会を通して研鑽を積む。
また、公開保育研究会を実施
し、更なる教員の資質向上に
努める。

A

B
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評価項目
具体的目標・方策

及び評価指標
※（　）内は評価指標

自己評価結果
評価結果の分析

（評価の観点、理由）
今後の課題・改善方策

6　研究・研修を通
じた教員の資質向
上

②　外部研修に積極的に参
加し、学びを教員間で共有
し、指導力向上を目指し、「子
どもの行動を見取る力」を身
につける。全教員延べ前年度
並みの研修に参加する。
（研修参加回数　研修報告書　
職員会議録）

A A

②　様々なテーマの外部研修会に、積
極的に全教員が複数回参加した。

②　外部研修に積極的に参
加し、学びを教員間で共有
し、指導力向上を目指し、「子
どもの行動を見取る力」を身
につける。全教員延べ前年度
並みの研修に参加する。

7　学校評価の実
質化

①　自己評価結果を踏まえ、
園運営について組織的、継
続的な改善を図ると共に評価
結果をホームページで公表
する。
（令和６年度自己評価結果
（ホームページ公表））

A

①　令和６年度の自己評価結果を踏ま
え、園運営について組織的、継続的な
改善を図ると共に評価結果をホーム
ページで公表した。

①　自己評価結果を踏まえ、
園運営について組織的、継続
的な改善を図ると共に評価結
果をホームページで公表す
る。

②　学校関係者評価を継続
実施し、適切に説明責任を果
たす。評価結果を真摯に受け
止め、より良い教育活動や園
運営に活かす。
（令和６年度学校関係者評価
報結果（ホームページ公表））

A

②　学校関係者評価の内容を検討、準
備し、令和６年度学校関係者評価を実
施し、ホームページで公表した。

②　学校関係者評価を継続
実施し、適切に説明責任を果
たす。評価結果を真摯に受け
止め、より良い教育活動や園
運営に活かす。

8　教員評価の実
施推進

①　教員の自己評価の目的
や意義を理解し、管理職によ
る面談も行い、年間２回の自
己評価を実施する。
（教員自己評価表（年間２回）
及び個別面談（年間２回））

A A

①　教員に自己評価の実施に向けての
趣旨説明を行い、年２回（前期・後期）
の管理職による教員の個別面談と自己
評価を実施した。

①　教員の自己評価の目的
や意義を理解し、管理職によ
る面談も行い、年間２回の自
己評価を実施する。

9　園児募集・広報
活動の強化

①　園外からの客観的見方や
情報から効果的な園児募集
対策について継続的に検討
する。入園説明会、個別体
験・見学会だけでなく随時、
個別の園案内を実施し、更に
帝塚山短期大学同窓会、大
学同窓会及び中高同窓会を
通して幼稚園・２歳児教育の
PRを実施した。WEB出願の
利点を生かすこと、また
Instagramを活用して幼稚園
の教育活動や募集関連行事
における園児の生き生きした
笑顔と姿をPRすることで入園
希望者の拡大を図る。
（募集関連の説明会３回、季
節の体験保育３回、体験保育
個別見学会４回、２歳児対象
個別体験見学会２回の他、き
め細やかな個別案内の実
施。WEB出願システム、プロ
ジェクトチームでの検討結
果、募集定員充足）

C C

①　効果的な園児募集対策について検
討し、入園説明会３回、体験保育５回、
2歳児教育希望者を対象にした体験会
を3回、また、随時、個別対応の園案内
を実施した。更に帝塚山短期大学同窓
会、中高同窓会を通して幼稚園・２歳児
教育のPRの為に資料配布をした。幼稚
園志願者数は昨年度より微増だったも
のの、募集定員充足には至らなかっ
た。２歳児教育に関しても定員を充足で
きなかった。今後も幼稚園ホームページ
のニュース＆トピックス及びInstagramを
通して、様々な情報発信をしていく事
で、地道な募集活動に徹する必要があ
ると考える。

少子化により園児募集を取り
巻く環境が厳しさを増す中、
本園の教育理念や特色を効
果的に発信し、園の魅力を広
く周知していく必要がある。そ
のため、園外からの客観的な
意見も取り入れながら、募集
対策を継続的に見直してい
く。
入園説明会や体験保育、見
学・相談会については内容の
充実を図り、本園の教育活動
や子どもたちの姿をより具体
的に伝えられる機会としてい
く。また、個別対応を丁寧に
行い、保護者に寄り添った説
明に努める。
さらに、帝塚山短期大学同窓
会、大学同窓会及び中高同
窓会との連携を継続するととも
に、ホームページ「ニュース＆
トピックス」やInstagramを活用
し、教育活動や園児の様子を
タイムリーに発信することで、
本園への理解と関心を深め、
入園希望者の拡大につなげ
ていく。

A
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評価項目
具体的目標・方策

及び評価指標
※（　）内は評価指標

自己評価結果
評価結果の分析

（評価の観点、理由）
今後の課題・改善方策

9　園児募集・広報
活動の強化

②　ホームページで日々の園
生活の様子や総合学園の強
みを生かした教育活動を伝え
るなど、幼稚園の特色をア
ピールする。また、帝塚山小
学校の募集広報活動と連携
させ、外部説明会にも積極的
に参加する。幼稚園の
Instagramを通して積極的にタ
イムリーな情報発信をする。
（ホームページのニュース＆ト
ピックス（毎日更新）、募集関
連行事の案内（チラシ）、帝塚
山小学校広報部と連携した
募集活動
幼稚園のInstagramへの投
稿・閲覧数）

A

②　幼稚園・２歳児教育共に園児の様
子をアピールするため、幼稚園のホー
ムページのニュース＆トピックスを毎日
更新した。また、幼稚園入園説明会で
は内容を精査したうえで、保護者目線
での幼稚園の良さを卒園児保護者ご自
身に話していただくことで、教育内容を
PRし、さらに帝塚山小学校の教育内容
について実際に小学校教員に話してい
ただく機会を持ち、幼小の教育連携を
強調した。また、園外での募集関連イベ
ントにおいては、帝塚山小学校と合同
で参加するなど、幼小教育連携の強み
をアピールして、有効な募集広報活動
の実施に努めた。幼稚園のInstagramで
はよりタイムリーでフレッシュな内容を発
信し、PRをより強化した。

②　ホームページで日々の園
生活の様子や総合学園の強
みを生かした教育活動を伝え
るなど、幼稚園の特色をア
ピールする。また、帝塚山小
学校の募集広報活動と連携さ
せ、外部説明会にも積極的に
参加する。幼稚園のInstagram
を通して積極的に情報発信を
する。

③　各学校との様々な連携活
動とその教育的効果を理解し
てもらえるよう、保護者にきめ
細やかに伝える。
（③　園だより、てづキッズ便
り、クラス便り、クラス会資料及
びホームページ）

A

③　帝塚山大学教育学部の学生との連
携活動、食物栄養学科との食育活動
（親子教室を含む）、心理学部とのキン
ダーカウンセリング事業など学園前キャ
ンパス内での教育連携を積極的に行っ
た。また、その成果を園便り、クラス便
り、クラス会、幼稚園ホームページを通
して保護者に伝えた。

③　各学校との様々な連携活
動とその教育的効果を理解し
てもらえるよう、保護者にきめ
細やかに伝える。

10　安全管理の強
化と徹底

①　一斉避難訓練を含めた
防災訓練を定期的に（毎月1
回）計画、実施し、園児の防
災意識を高める。
（令和７年度学校安全計画
（幼稚園）　毎月1回（年間11
回）の防災訓練計画と実施記
録）

A

①　令和７年度学校安全計画（幼稚園）
を策定し、園児の防災意識を高めるた
めに避難訓練の年間計画を立て、実施
した。

①　一斉避難訓練を含めた防
災訓練を定期的に（毎月1回）
計画、実施し、園児の防災意
識を高める。

②　危機管理マニュアルを点
検し、教職員間で内容を共有
する。スクールバス安全運行
マニュアルを点検し、スクー
ルバス園児置き去り防止対策
を徹底する。
（危機管理マニュアル　スクー
ルバス安全運行マニュアル）

A

②　危機管理マニュアル及びスクール
バス安全運行マニュアルの内容の点
検、見直しをしたうえで、教職員間で内
容を共有した。またSNS上での個人情
報の取り扱いについて教職員、保護者
ともに安全強化を徹底した。

②　危機管理マニュアルを点
検し、教職員間で内容を共有
する。スクールバス安全運行
マニュアルを点検し、スクール
バス園児置き去り防止対策を
徹底する。

11　保健管理の徹
底

①　地域の保健・医療機関と
の連携も図りながら学校保健
計画に従った保健管理を行
う。
（令和７年度学校保健計画
（幼稚園）、保健だより）

A

①　令和７年度学校保健計画（幼稚園）
を策定した。季節性インフルエンザや新
型コロナ感染症について適宜養護教諭
より感染予防策について保健だよりを通
して保護者に発信した。

①　地域の保健・医療機関と
の連携も図りながら学校保健
計画に従った保健管理を行
う。

②　養護教諭による保健指導
を含め、園児の心身の健康に
ついて留意する。　
（保健指導年間計画、報告
（保健だより））

A

②　保健指導計画を立案し、養護教諭
を中心に計画通り園児に年６回の保健
指導を行った。

②　養護教諭による保健指導
を含め、園児の心身の健康に
ついて留意する。

12　子育て支援事
業の充実

①　２歳児教育の園児の個々
に寄り添い、健康で自由な心
身の成長を促すための2歳児
教育カリキュラムを立案、実施
する。
（令和７年度２歳児教育カリ
キュラム）

A A

①　令和７年度２歳児教育カリキュラム
を作成し、園児の実態に即して柔軟に
活動した。

①　２歳児教育の園児の個々
に寄り添い、健康で自由な心
身の成長を促すための２歳児
教育カリキュラムを立案、実施
する。

A

A

C
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評価項目
具体的目標・方策

及び評価指標
※（　）内は評価指標

自己評価結果
評価結果の分析

（評価の観点、理由）
今後の課題・改善方策

12　子育て支援事
業の充実

②　帝塚山大学心理学部及
び心理科学研究科の協力を
得て、キンダーカウンセラー
事業を有効的に展開し、支援
を必要とする園児とその保護
者に対して適切な対応ができ
るようにする。また適正なクラ
ス運営に繋げられるようにす
る。
（年間10回のカンファレンス実
施記録書）

A

②　帝塚山大学心理学部・大学院心理
科学研究科とキンダーカウンセラー事
業に取り組み、園児や保護者のカウン
セリングを実施した。多くの保護者が子
育てに関する不安を軽減させることがで
き、カンファレンスで教員とも情報共有
することで、適正なクラス運営に繋げる
ことができた。また、心理学部生、大学
院生の実習受け入れにも協力し、相互
の学びに繋がる事業を展開した。

②　帝塚山大学心理学部及
び心理科学研究科の協力を
得て、キンダーカウンセラー事
業を有効的に展開し、支援を
必要とする園児とその保護者
に対して適切な対応ができる
ようにする。またキンダーカウ
ンセラー指導の下、カンファレ
ンスを実施し、教員が学びを
深めることで適正なクラス運営
に繋げられるようにする。

③　帝塚山大学教育学部の
学生ボランティアの協力も得
ながら、安心して保護者が預
けられる環境を設定する。保
護者が安心感と満足感を
持って課外活動を利用できる
よう工夫する。
（通常に加え、長期休業中の
預かり保育25日以上、課外活
動の外部委託事業者との検
討資料）

A

③　保護者のニーズにあわせて長期休
業中の預かり保育を年間２５日以上実
施し、安心して預けられる環境を提供で
きるよう帝塚山大学教育学部学生ボラ
ンティアの協力も得ながら取り組んだ。
また課外活動も保護者が安心して利用
できていた。

③　帝塚山大学教育学部の
学生ボランティアの協力も得
ながら、安心して保護者が預
けられる環境を設定する。保
護者が安心感と満足感を持っ
て課外活動を利用できるよう
環境を整える。

①　費用対効果を考慮し、継
続的な節約（事務費を中心
に）に努める。また、スクール
バスを1台にすることでコスト
抑制を図る。
（物件費を減少（人件費・減
価償却費除く）させる。(節減
率：５％）、検討資料）

A

①　年度初めに、幼稚園の教職員全員
が継続的な節約（事務費等を中心に）
に努めることを確認し、実行した。また、
スクールバスのコスト削減について検討
し、基本的に令和７年度からは1台のみ
の運行に切り替えた。

①　費用対効果を考慮し、事
務費を中心に継続的な節約
に努める。

②　総園児数からのクラス編
成数に応じた、適切な人事制
度や人員配置について段階
的に移行させる。
（総園児数からのクラス編成
数を明確にし、それに伴う人
員配置についての検討資料）

A

②　適切な人員配置を心掛けることを管
理職を中心に確認した。

②　総園児数からのクラス編
成数に応じた、適切な人事制
度や人員配置について段階
的に移行させる。

A

13　経営安定化策
の強化

A
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３．学校関係者評価

学校関係者評価実施日：令和８年４月17日
学校関係者評価委員会委員：育友会会長、副会長、帝塚山大学教授、帝塚山小学校校長

意　　見 改　　善　　方　　策

① 「帝塚山で学び、育つ」ことを意識した学園内教育連携の強化と共
有化についてＡ評価であることは、大変良いことではあるが、是非Ａ
評価よりさらに上を目指して欲しい。例えば、年長児と帝塚山小学校
コーラス部との京セラドームの国歌斉唱に令和8年度も引き続き参加
することは、外部への認知度を上げることに繋がると考えられるが、
もっと大々的に学園全体でＰＲすることが必要である。

① 令和8年度も外部に向けて、「帝塚山幼稚園」・「帝塚山小学校」・
「帝塚山学園」の認知度を上げていくために、幼稚園・学園が一丸と
なってＰＲ活動により一層取り組む工夫をしていきたい。

② バランスがとれている教育内容ではあるが、アピール力が弱い。た
だ自然のことやっているというのではなく、自然教育から探究活動、科
学する心に繋がっていく等、一点集中して帝塚山幼稚園の教育のポ
イントをはっきりさせて、「自然教育に特化した幼稚園」であることを打
ち出すことが必要ではないか。また、公開保育を開催するなど、外部
評価を受けて自園の力をつけていって欲しい。

②当園の掲げている四季の自然のふれあいを主軸とした教育カリ
キュラムを中心に「秋の公開保育研究会」を令和８年11月に開催する
予定である。訪問者を受け入れ、外部講師を招いて評価や助言を受
け、当園の目指す自然教育のより一層の充実をはかり、その教育の
良さを掲げていけるようにしたい。

③ 園児募集において効果的な広報活動の点でＣ評価を挙げている
が、少子化傾向にあるにも関わらず、ここ数年現状維持を保ち、前年
度より微増ながら増えている点はとても健闘していると思う。ホーム
ページやインスタグラムにも力を入れて、園の活動を外部に発信する
ことはアピールとして大変効果的である。

③今後もホームページやインスタグラムを充実させて、園の活動を外
部に発信し、当園の教育に興味を持ってもらえるよう努め、募集定員
の充足に繋げていきたい。
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